
                           （令和 3年 5月 31 日） 

 ＜ ワンポイントレッスン（実践編）＞ 

 （ 新規求人数・原数値 ） 

  

先週末は、有効求人倍率や失業率など 4月の雇用関係の統計が発表されました。有効求

人倍率、失業率ともに前月（3月）に比べて悪化しています。こうした中で、今回は「新規

求人数」の動向。景気動向指数では、先行指数の採用系列の一つとなっています。ちなみに、

一致指数には有効求人倍率、遅行指数には完全失業率が採用系列に含まれています。 

 下表は、一般職業紹介状況から「新規学卒者を除きパートタイムを含む（以下、含パート

タイム」と「パートタイム」をまとめています。 

 新規求人数は、下表の通り今年 3月になって上昇に転じたかに見えましたが、4月は再度

低下。一方、新規求職数は、3月、4月になって増加が顕著です。 

 

 

新規求人数は、新型コロナショック前のピーク 19 年 10 月に比べて「含パートタイム」

は 3 月に 80％を超える水準に回復しましたが、4月は 75％水準。「パートタイム」は 70％

を下回る水準。本格回復は、まず新規求人数の増加から…。ワクチン接種の効果に期待です。 

                            

 （了） 


